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TESTICULAR LEYDIG CELL TUMOR IN A  CHILD: 
            A CASE REPORT
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   A 7-year-old boy was admitted to the department of pediatrics in our hospital with the com-
plaint of sexual precocity manifested by a growth spurt, penile enlargement and pubic hair deve-
lopment. He was referred to our department because of the enlarged left testis. The diagnosis 
of Leydig cell tumor of the left testis was suggested by hormonal laboratory data and testicular 
ultrasonographic investigation. Left orchiectomy was performed.The histological examination 
revealed the characteristics of Leydig cell tumor. Twenty-four cases of testicular Leydig cell 
tumor reported in the Japanese literature until 1988 are clinically analyzed. We discuss the useful-
ness of ultrasonography in detecting and localizing the tumor. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 35: 2139-2143, 1989) 












現 病 歴:正 常 分 娩,39週,26959で 出生.5歳 頃
よ り身 長 の 増 加 が 著 し く,5歳6ヵ 月 よ り陰 茎 肥 大
を,さ らに6歳8ヵ 月 よ り陰 毛 も認 め ら れ て き た た
め,7歳 時 に 近 医 受 診,精 査 を 勧 め られ て1988年8月
11日当 院小 児 科 を 受 診,9月7日 入 院 した,そ の 際
左 睾 丸 が右 睾 丸 に 比 し大 き く硬 い の で翌 日当科 を 紹 介
され た.
現症:身 長132.3cm(標準 十2.7S.D.),体重26.4
kg(標準 十1.2S.D.)と高 身長 で,陰 茎 肥 大(Tanner=
stageIII)のほ か,黒 褐 色 の 陰 毛 が 陰茎 根部 に まば
らに認 め られ た(Tanner:stageII).右睾 丸 は17×
















20mmと 腫 大 して お り,そ の性 状 は 弾 性 硬,表 面 平
滑 で圧 痛 な く皮膚 と の癒 着 は 認 め られ なか った.女 性
化 乳 房,座 瘡,変 声 は 認 め られ な か った.
検 査 所 見 ・尿所 見,血 液,一 般 生 化 学 検 査 に は 異 常
を 認 め ず,血 中AFP,CEA,HCGも 正 常 範 囲 内 で
あ った.内 分 泌学 的 に は,血 中 テス トス テ ロ ンが196,8
ng/dlと高値 を示 し,血 中LHは1.OmlU/ml以 下.
FsHが32mlU/mlと 低 下 して い た.DHEA-sは
190ng/mlと正 常 範 囲 内 で,ま た 尿 中17-KS,17-
OHCS値 に も異 常 は 認 め られ なか った.
画像 検査:睾 丸 の 超 音 波 断 層像 で は,左 睾 丸 内 に 径
且2mmで 円形 の腫 瘤 像 が 認 め られ,周 囲 よ りエ コー
レベ ルが や や 低 下 し て い た(Fig.1).右睾丸 に は異
常 所 見 は 認 め ら れ な か った.頭 部X線 撮影,MRI
では 下 垂 体 お よび松 果 体 腫 瘍 な どを 疑 う所 見 は認 め ら
れ なか った.腹 部CTで も副 腎 の 腫 大 は認 め られ ず,
後腹 膜 リ ンパ 節 に 転移 を 疑 う所 見 も認 め ら れ なか っ
た.乎 根 骨X線 撮 影 では 骨 年 齢 は11歳に 相 当 した.
以1:の所 見 よ り,Leydigcelltumorによ る1{llメL
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のピークが み られ るが,同様の傾向がKimら1)の



































下していることが多 い とされている1・9).ゴナ ドトロ
ピンに闘しては見解は一定 していな い.Kuhnら1。)
は,女 性化乳房を認める患者で検討を加えたところ,







る11-13).本症例を含め これ まで の報告例では本検査
上,睾 丸実質内に円形の,境 界明瞭なエコー レベルの
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